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質問事項 ご意見・ご質問 保健所回答

修学資金とは学費や生活費のことか？

各市町の就学支援金も含まれているのか？

修学資金の用途については、一般的に学費であると認識しています。

一般的に修学資金は特定の学校に進学する際に利用できる制度であり、就学支援金

とは別だと認識しています。

小中学生を対象に含めるのは賛成。

２．事業目標

第二部で養成校の説明会を行う場合、キラリの事業と一緒にしてしまうと趣旨がぶ

れてしまわないか？

看護師以外の医療従事者の確保の必要性は感じる。ただし第一部での看護師以外の

医療従事者を紹介（体験）については、方法や内容をより明確化するよう協議の必

要がある。

養成校の説明会は必須と思います。

医療従事者確保対策としては、1つの事業ですが、２部構成にすることにより、対

象者に合わせた対応が可能だと考えています。

【第一部】は広く医療従事者に興味関心を持ってもらえるように体験型の実施内容

を考えています。

【第二部】は現行のキラリ☆未来ナースと同様に看護師に特化した実施内容を考え

ています。

第一部の内容については、関係機関・職種の協力が不可欠となりますので、ご協力

をお願いします。

３．対象者

中学生は良いとして、小学生まで枠を広げると、対応する側の人員を増やさなけれ

ば、対応に苦慮する可能性がある。もし小学生まで広げるならば、学年（５、6年

生）を絞ったほうが良いのではないか。

小学生低学年では、事業の趣旨や目的についての理解は難しく、遊びに来た感覚と

捉えられがち、模擬体験も数が決められているため、人数が多くなると待ち時間や

体験できない子が想定され、メインの高校生が体験できなきなってしまうことが懸

念されるのではないか？

小・中学生を対象とした事業は初めてであるため、参加人数がどの程度になるか予

想できませんが、混雑しないよう動線等を配慮したいと思います。

小学生低学年でもできる体験を通して、医療従事者に興味を持ってもらえるように

関係機関の意見を踏まえ、内容を検討したいと思います。

第２部にも参加する高校生であれば、看護体験できる時間を設ける予定です。

３．対象者 対象者を小中学生に広げたことは非常に意義のあることだと思います。

４．開催日時
午前、午後に分けて行うと対象者も大変なのでは？

（平日の参加は難しいです。）

参加者には第１部と第２部の実施内容を分かりやすくイメージできるよう資料を作

成していきます。（第２部が現行のキラリ☆未来ナースのイメージとなります。）

看護師を目指す高校生については、”第２部のみの”または”両方”を選択できるよう

に考えています。

開催日については、現行のキラリ☆未来ナースと同様に日曜日開催を検討していま

す。

４．開催日時 二部構成良いと思うが続けて参加する場合、昼食等ついても検討が必要なのでは？

参加関係機関については、第１部と第２部で役割を分担することを考えています。

第１部と第２部の両方協力いただける場合は、事務局でお弁当を手配する等の対応

を考えています。

４．開催日時 問題ない

５．開催場所 標津町や羅臼町の対象者への対応は？

どこの開催であっても、シャトルバスを手配するなどして近隣市町から参加できる

よう検討します。

参加しやすい場所で開催したいと考えています。

５．開催場所 広い公共機関で良いと思います。

５．開催場所 問題なし

６．対象職種 歯科医師関係の方が参加するのですか？
第１部については、協力が得られる場合、歯科医療関係職種の参加も考えていま

す。

６．対象職種 一部と二部のねらいをどのように設定するか？

第１部は広く医療従事者に興味関心を持ってもらえるように協力が得られる職種に

ついては、体験を実施したいと考えています。

第２部は高校生を対象に看護師に特化した内容を実施したいと考えています。

７．事業内容

看護師や医療従事者になるための、時間（就学期間）や費用（授業料等）など、ど

の程度必要なのか、また費用に関して各機関や自治体などの修学資金などを活用す

ることで、どの程度負担が減るのかを、より具体的な例で示し、学生本人、保護者

の皆さんへ現実的なところも知ってもらう資料があればいいと思う。

資料の作成について、検討します。

７．事業内容 歯科治療について簡単な説明はできると思うが、実習は難しいです。

７．事業内容 補足説明にもあるように、看護師以外の職種の協力をどう得ていくかが課題
第１部の実施に当たっては、関係機関・職種の協力が不可欠となりますので、ご協

力をお願いします。

７．事業内容 一部は体験のみなのか、説明ありなのか。
第１部は体験をメインに考えておりますが、保護者等を対象に説明することも可能

です。

８．そのた

看護協会と協力してイベントを開催しては良いのではないかと思います。厚労省が

定めた看護の日に多彩なイベントを行っているので、小学生～高校生まで範囲を広

げるのであれば協力して行ってはどうでしょうか。「忘れられない看護のエピソー

ド」はアニメ化しているため、小学生でも興味をもってもらえるのではないかと思

います。

関係機関の協力が得られる日程で調整する必要があるため、看護の日で実施できる

か分かりませんが、看護協会と連携して検討したいと思います。

８．そのた
説明会開催は賛成である。開催者と協力機関間にに事前の打ち合わせすることが必

要と思う。

事業実施に当たっては、現行のキラリ☆未来ナースと同様に参加関係機関と打合せ

等実施する予定です。

１．事業目的


